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要   旨 

 相模湾のマイクロプラスチック汚染の実態把握を目的として，2019年7月から8月にかけてクラウドファンディングによ

り資金を調達し，2019年10月から2020年1月に神奈川県沿岸27地点についてマイクロプラスチック分布調査を行った。海岸に

漂着するマイクロプラスチック数を調査したところ，ヘッドランド(茅ヶ崎市)が調査地点の中で最も多かった。また，海岸

でしばしば発見される特徴的なマイクロプラスチックである樹脂ペレット，樹脂系被覆肥料の被膜殻と推定される中空球状

マイクロプラスチック及び人工芝の破片と推定される緑色へら状マイクロプラスチックの漂着数を調査したところ，樹脂ペ

レットが59％，緑色へら状マイクロプラスチックが48%及び中空球状マイクロプラスチックが41%の地点から検出された。 

 

 

 

1．はじめに 

近年,5mm以下1)のプラスチックであるマイクロプラス

チック(MP)の海洋中の総量はおよそ5兆個2),日本近海の

漂流量は世界平均の27倍3)であると推定されている。この

MPは，もともと5mm以下に成形され，その形状が損なわれ

ていない一次MPと，プラスチック製品やその廃棄物が環

境中で劣化・微細化し破片となった二次MPに大別される。

このMPは，親油性のため，海水中の希薄なPCB等の残留性

有機汚染物質を高濃度に吸着し，遠隔地に輸送する性質

を持つと言われている4,5)。更には海洋生物によるMPの摂

食も確認されている6,7,8)。このようなことから,2015年に

開催されたエルマウサミット以降，世界的にその対策が

議論されている。 

日本では環境省がMP調査を行っているが，日本近海の

漂流MPが対象であり，ローカルな汚染実態については，

地元自治体が主体的に調査を行う必要がある。 

そこで,相模湾に面している神奈川県ではMP汚染の実

態把握を目的として2017年から相模湾沿岸のMP調査9)を

行った。この調査では相模湾側に位置する逗子(逗子市)，

鵠沼(藤沢市)，高浜台(平塚市)及び山王網一色(小田原

市)と，比較対象として東京湾側に位置する久里浜(横須

賀市)を加えた計5地点について，材質構成と漂着量を調

査したところ，地域ごとに異なる結果が得られた。この

ことから，相模湾沿岸に漂着するMPは内陸から河川を経

由して海域に流出しているものと考えられ，そのMPの内

訳は内陸の発生源（供給源）の種類や地域分布により影

響を受けるものと推測される。その実態を解明するため

には，まず沿岸に漂着したMPの実態を詳細に把握する必

要がある。しかし，多地点におけるMPの実態把握を進め

るためには，調査費用とマンパワーが課題であった。そ

こで，2019年7月から8月にかけて調査資金をクラウドフ

ァンディングで募り，得られた資金を活用して調査を行

うことを目的として，2019年9月に調査参加者を公募し，

この問題に関心を寄せる27団体の一般県民の皆様の協力

を得て，2019年10月から2020年1月にMP分布調査を行うこ

とができた。 

 

2．方法 

2.1 調査地点 

図1に調査地点図を，表1に調査地点一覧を示す。調査

地点は神奈川県内に位置し，相模湾に注ぐ一級又は二級

河川近傍21地点及びそれ以外の4地点(❾-1～3及び⓱)並

びに比較対象として東京湾に注ぐ二級河川近傍1地点（⑲）

及びそれ以外の1地点(⑱)の合計27地点とした。 
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表1 採取地点一覧 

 

 

2.2 調査方法 

試料の採取及び分離の手順を図 2 に示す。本調査では

得られた27試料について，漂着数，材質比率及び特徴的

なMPの有無を調べた。漂着数については，異なる採取地

点間の比較を行い，相模湾沿岸に漂着したMPの特性を調

べた。具体的な調査方法を以下に示す。 

まず海岸の満潮線上において漂着物が多いところを目

視にて確認し，その場所に40cm四方の採取区画ひもを張

り，採取場所を決定した10)。 

なお，採取区画の数は，色のついたMPが目視で合計100

個程度カウントできた区画で終了とするか，もしくは最

大10区画のいずれか区画が少ない方とした。 

続いて上層約3cm程度の深さまでスコップで砂をすく

い，上段が4.75mm，下段が2.00mmの二段式篩で篩分けを

行い,下段上に残った残留物からピンセットを用いてマ

イクロプラスチックを採取した。 

次に，OLYMPUS製実体顕微鏡SZ61により，粒径として長

軸長さ(最も長い辺の長さを指す)を計測した。あわせて，

特徴的なMP(樹脂ペレット，中空球状MP及び緑色へら状

MP)の分類目的で形状と色も計測した。  

なお，形状は，「ペレット」，「球」，「棒」，「板」，

「不定形」，「その他」の6種に区分した。特徴的なMPに

ついては，樹脂ペレットと推定されるものは「ペレット」，

中空球状MPは「球」，緑色へら状MPは「棒」，「板」及び

「不定形」に分類した。 

サイズを測定したMPは，日本分光製赤外分光光度計

FT/IR-4600（TGS検出器）を用いたATR法により赤外線吸

収スペクトルを測定し，図3に示した「PE(ポリエチレン)」，

「PP(ポリプロピレン)」，「PS(ポリスチレン)」及び「そ

の他」の4区分で材質判定を行った。材質判定を行ったMP

は採取地点別の個数を計測した。あわせて図4に示した特

徴的なMPの個数も計測した。 

 

 

No. 採取地点 市町村名 河川名 湾名 

❶ 門川 湯河原町 千歳川  

 

 

 

 

 

 

 

❷ 吉浜 湯河原町 新崎川 

❸ 山王川河口 小田原市 山王川 

❹ 酒匂川河口 小田原市 酒匂川 

❺ 中村川河口 二宮町 中村川 

❻ 葛川河口 大磯町 葛川 

❼-１ 大磯海水浴場 大磯町 金目川 

❼-2 金目川河口 平塚市 金目川 

❼-3 虹ケ浜 平塚市 金目川 

❽ サザンビーチ 茅ヶ崎市 相模川 

❾-1 ヘッドランド 茅ヶ崎市 - 

❾-2 浜須賀 茅ヶ崎市 - 

❾-3 汐見台 茅ヶ崎市 - 

❿-1 辻堂西海岸 藤沢市 引地川 

❿-2 辻堂海水浴場 藤沢市 引地川 

❿-3 鵠沼海水浴場 藤沢市 引地川 

⓫-1 片瀬海岸西浜 藤沢市 境川 

⓫-2 片瀬東浜海水浴場 藤沢市 境川 

⓬-1 由比ガ浜海水浴場 鎌倉市 滑川 

⓬-2 材木座海水浴場 鎌倉市 滑川 

⓭   逗子海岸 逗子市 田越川 

⓮    森戸海岸 葉山町 森戸川 

⓯    下山川河口 葉山町 下山川 

⓰ 冨浦の浜 横須賀市 松越川 

⓱ 和田長浜海水浴場 三浦市 - 

⑱ 三浦海岸 三浦市 -  

 ⑲ 久里浜海岸 横須賀市 平作川 

図 1 調査地点 

  
図 2 調査方法 

  

図 3  一般的な海岸漂着 MP の例 

  

相模湾 

東京湾 

PE PP PS 
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3．結果と考察 

3.1 全漂着数 

図5に全漂着数の分布状況を示した。近隣の地域を比較すると，

地域によって漂着数が異なり，特に近傍に河川がない❾-1ヘッド

ランド(茅ヶ崎市)が多かった。❾-1ヘッドランド(茅ヶ崎市)は,

図6に示したように茅ケ崎海岸を侵食から防ぐために作られたT

字型の突堤であり，潮の流れが反時計回りに回る11)相模湾におい

ては，海中に漂うMPが多量に漂着しやすい環境と考えられる。し

たがって，今回の結果よりMPの漂着量には，河川由来のほかに，

地形が影響している可能性があると考えられた。 

また東京湾と比較すると,相模湾の方が漂着数が多かった。 

3.2 材質構成 

図7にMPの材質構成を示した。地域毎の分布型はPE，PP，

PS混合型，PEメイン型，PPメイン型，PSメイン型，その

他及びMPなしの6種類に分けられた。一部異なる地域はあ

るが，近隣の地点は似た傾向を示した。一方でPSメイン

型とその他型は局所的であった。 

 

 

3.3 特徴的なMPの有無 

 3.3.1 樹脂ペレット 

図8に樹脂ペレットの漂着数を示した。樹脂ペレットは❾-1ヘ

ッドランド(茅ヶ崎市)が突出して多かった。 

検出率は59％(16/27試料)であった。地点毎の全体に占める樹

脂ペレットの割合は，❾-1ヘッドランド(茅ヶ崎市)のみ50%を超

えた。県西部(❶～❹)と逗子市・葉山町(⓭～⓯)は低い傾向であ

った。東京湾側(⑱及び⑲)と比較すると,相模湾の方が多量漂着

がみられた。 

樹脂ペレットはプラスチック製品の原料であり，ほぼ工業的

な用途に限定されるため，漂着量が多かった原因は,輸送過

程での積み替え等に伴う漏出やプラスチック成型事業所からの

漏出が可能性として考えられる。この場合，内陸から河川を伝っ

て相模湾へ運ばれると推定されるが， 樹脂ペレットの材質に多

いPEやPPは比重が海水よりも小さいため，波によって運ばれ，河

口のみならず，地形的に堆積しやすい場所に集まると推定される。

そのため，❾-1ヘッドランド(茅ヶ崎市)で多量漂着があったと考

えられた。

図 4  特徴的な MP 

  

図 5 全漂着数 

  

図 7 材質構成 

  

図 8 樹脂ペレット漂着量 

  

図 6 ヘッドランド(神奈川県茅ケ崎市) 
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3.3.2 中空球状MP 

図9に中空球状MPの漂着状況を示した。中空球状MPは

全地点において50個/m2以下であった。 

検出率は41％(11/27試料)であった。地域別では，❸

山王川(小田原市)，❹酒匂川(小田原市)，❼-1，2金目

川(大磯町および平塚市)，❽相模川(茅ヶ崎市)，❾-1ヘ

ッドランド(茅ヶ崎市)，❿-1、2引地川(藤沢市)，⓭田

越川(逗子市)，⓰松越川(横須賀市)及び⓱和田長浜海水

浴場(三浦市)において検出されているが，東京湾側(⑱

及び⑲)を含む上記以外の16地域では未検出であった。 

地点毎の全体に占める中空球状MPの割合は，❸山王川

(小田原市)のみ50%を超えたが，それ以外の地点におい

ては50%以下であった。 

中空球状MPは緩効性の樹脂系被覆肥料の被膜殻と推

定されており，野菜栽培にも使われるが，神奈川県内で

は水稲栽培での使用が大部分とされている9)。これらの

樹脂系被覆肥料は過去に圃場に施肥されたものが，河川

を通じて流出したものと考えられた。また中空球状MPは

用途が限られており，このように検出される地域に偏り

が生じた要因は，特定の地域で樹脂系被覆肥料が施肥さ

れていることが要因と考えられた。 

 

 

3.3.3 緑色へら状MP 

図10に緑色へら状MPの漂着状況を示した。緑色へら状

MPは全地点において50個/m2以下であった。    

検出率は48％(13/27試料)であった。地点毎の全体に占

める緑色へら状MPの割合が50%を超えた地点はなく，県西

部と逗子・葉山町は低い傾向であった。東京湾側(⑱及び

⑲)と比較しても目立つ特徴は見られなかった。 

このことから,緑色へら状MPは突出した多量漂着はな

いが，比較的広範囲で検出されていることがわかった。 

緑色へら状MPは人工芝から発生すると考えられ，家庭

用人工芝や玄関マット等の身近な生活用品から排出され

る可能性があるため，人工芝の普及率の違いや人口密度

等が影響すると考えられた。 

 

4．まとめ 

今回の調査から，明らかになったことを(1)～(7)に示

した。 

(1) 相模湾沿岸では❾-1ヘッドランド(茅ヶ崎市)が最も

MP漂着量が多かった。また漂着量には地形が影響す

る可能性があることが示唆された。 

(2) 材質比率は近隣の地域は似た傾向を示したが，一方

でPSメイン型とその他型は局所的であった。 

(3) 樹脂ペレットの検出率は59％であり，❾-1ヘッドラ

ンド(茅ヶ崎市)が最も漂着量が多く，全体に占める

割合も50%を超えた。一方で県西部や逗子市・葉山町

の地域については低い傾向であった。 

(4) 中空球状MPの検出率は41％であり，樹脂ペレットや

緑色へら状MPと比較して,検出地域が限定的であっ

た。検出された地域の中では，❹山王川(小田原市)

が全体に占める割合が高かった。 

(5) 緑色へら状MPの検出率は48％であった。全体に占め

る割合が50%を超えた地点はなく，県西部と逗子市・

葉山町の地域については低い傾向であった。 

(6) 特徴的なMPの中では樹脂ペレット，緑色へら状MP，

中空球状MPの順で検出率が高かった。 

(7) 東京湾と相模湾を比較すると，相模湾の方が全漂着

数及び特徴的なMPの漂着数が多い傾向であった。特

に，中空球状MPの漂着状況に差が見られた。 

今後は,こうした結果や,現在取り組んでいる河川中の

MPの実態調査などの結果をもとに,内陸部の発生源とな

る可能性のあるエリアを絞り込むとともに,MPの発生の

機会となる事象をとらえることによって,海域へのMPの

流入を減らすための具体的な対策につなげていきたい。

図 9 中空球状 MP 漂着量 

  

図 10 緑色へら状 MP 漂着量 
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